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１.危機管理意識を高めよう（１３）

２.※新連載―飲酒運転の始末記（１）

３.近日発刊商品のご案内

４.出版物のご案内

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

☆★☆*…*…*…*…*…*４月後半の暦*…*…*…*…*…*…*★☆★

●２０日（水）穀雨

──２４節気の一つ。田畑の準備が整う頃、それに合わせて穀物の成長を助け

　　る春雨の降る時期。

●２５日（月）歩道橋の日

──１９６４年、松下電器は大阪駅前広場と阪急、阪神両ビル間の広い道路を

　　またぐ日本最大（当時）の歩道橋を建設し、大阪市に寄贈しました。

●２９日（金）昭和の日

●４月中　軽自動車税の納付期限（自治体によっては５月３１日まで）

──東北地方太平洋沖地震で被災された方に対しては市町村税等の減免措置が

　　実施されますので、自治体に相談してください。

●４月中旬　平成２３年度全国安全週間スローガン・実施要項の発表

●４月下旬　平成２３年度貨物自動車運送事業安全性評価事業の申請書類の配

　　　　　　布（都道府県トラック協会） 

※詳しくはシンク出版のＷＥＢサイト「今月の運転管理」で紹介しています。

今月の運転管理・・・http://www.think-sp.com/%E9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%81%AE%E7%B4%

A0%E6%9D%90/%E4%BB%8A%E6%9C%88%E3%81%AE%E9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86/%E6%9C%88%E3%81%AE%E

9%81%8B%E8%BB%A2%E7%AE%A1%E7%90%86-3/

■危機管理意識を高めよう（１３）　━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

『新入社員にトラブル発生時の教育を徹底しよう』

　４月から新入社員を迎えた事業所も多いことでしょうが、研修時に交通安全

指導を実施するときに押さえておきたい点の一つは、故障や事故発生時など緊

急時の措置をしっかり教えておくことです。

　

続きはこちら・・・http://www.think-sp.com/2011/03/31/kikikanri-shinnyusyain/

■※新連載　飲酒運転の始末記（１）　━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

　

　飲酒運転に対する社会の目は厳しいものがあります。行政・刑事的罰則が厳

しいのは当然ですが、飲酒運転をしたために職を失う、事業を失う、家族を失

うなど社会的な制裁を受けることが珍しくはありません。

　今回から、飲酒運転をした結果、どのような社会的な罰則を受けるのか、事

例をあげて紹介したいと思います。

『ごみ収集業者、許可取り消し』

　さる３月２日、Ｗ県のＴ市などからごみの収集を委託されていた一般廃棄物



収集運搬業の会社役員が酒気帯び運転で有罪になったことから、市はこの業者

に対して事業許可の取消し処分を行いました。

　また、県も同社の産業廃棄物収集運搬業の許可を取り消しています。

　同社には、従業員が４８人おり、家庭ごみ、事業系ごみ、産業廃棄物を収集

していましたが、市では市民生活への影響を考慮し、家庭ごみの収集について

同社従業員の１７人を臨時雇用し、これまでどおり収集することにしました。

　一方、事業系ごみは同社の従業員だった１７人で新たに会社を設立し、そこ

に委託して収集することになりました。

　従業員の雇用は辛うじて守られた形になりましたが、たった一人の不心得者

のために（飲酒運転のために）、会社が解体され、従業員もバラバラになりま

した。

　飲酒運転は、長年積み上げてきた会社の信用を一瞬に失墜させるということ

を肝に銘じておかなければなりません。

■近日発刊商品のご案内　━━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

●教育用冊子

『「もらい事故」でもこれだけの過失がある

　～知っていますか？過失相殺率からみた「もらい事故」の実態～』

──Ｂ５判／１６ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

──表紙イラスト　奈路道程

──４月上旬発売予定

　シンク出版では、ドライバー、管理者の教育用冊子『「もらい事故」でもこ

れだけの過失がある」』を４月上旬に発刊いたします。

　本誌は、たとえ「もらい事故」でも、大きな責任が発生した事例を紹介して

います。

　巻末のワークシートは、それぞれの事例の過失割合を確認することにより

「事故は起こしても、もらってもいけない」という意識を高めることができる

とともに、運転目標を記入することによってドライバーへの指導監督記録とし

て保存することができます。

詳しくは・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%94%E6%A1%88%E5%

86%85/

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

●セルフチェックシリーズ３

『交差点事故の危険度』をチェックしよう

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

──４月上旬発売予定

　交通事故の４割強が交差点内で発生しています。シンク出版では、「運

転者の『気づき』を促す教材」と好評のセルフチェックシリーズの第３弾

として、「『交差点事故の危険度』をチェックしよう」を４月上旬に発刊いた

します。



　交差点での「左折」「右折」「直進」における問題行動をチェックし、ドラ

イバーの行動改善を促す構成としています。

詳しくは・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%81%94%E6%A1%88%E5%

86%85/

■出版物のご案内　━━━━━━━━━━━━━━━━━・・・・・‥‥

●セルフチェックシリーズ２

『うっかり事故の危険度をチェックしよう』

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

　うっかり事故の３大要因「先急ぎ運転の危険度」「わき見・漫然運転の危険

度」「思い込み運転の危険度」をチェックし、それぞれのアドバイスから自ら

の運転目標を考え、「うっかり」による事故を防止することをねらいとしてい

ます。

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

●セルフチェックシリーズ１

『飲酒習慣の危険度をチェックしよう』

──Ｂ５判変形／８ページ／カラー刷

──２１０円（税込・送料実費）

　今年の５月１日から旅客、貨物自動車運送事業所では点呼時にアルコール検

知器によるアルコールチェックが義務付けられ、わずかでもアルコールが検知

された場合には乗務することができません。

　そのため、ドライバーひとりひとりの飲酒量をコントロールすることが求め

られています。

　本冊子は、飲酒習慣、アルコール依存度、飲酒運転の危険度をチェックし、

行動目標を考えることで飲酒習慣を見直し、飲酒運転の防止を図ることをねら

いとしています。

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

※出版物についての詳細は・・・http://www.think-sp.com/%E5%87%BA%E7%89%88%E7%89%A9%E3%81%AE%E3%8

1%94%E6%A1%88%E5%86%85/

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+

　事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」やホームページ上の情報に対してご意見・

ご感想などがございましたら、下記メールアドレスまでご連絡をお願いいたし

ます。

※事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」のバックナンバーはコチラから

・・・http://www.think-sp.com/%E4%BA%8B%E6%95%85%E9%98%B2%E6%AD%A2%E3%83%A1%E3%83%AB%E3%83%9E%E

3%82%AC-%EF%BD%94%EF%BD%88%EF%BD%89%EF%BD%8E%EF%BD%8B/

　本メールマガジンは、名刺交換をさせていただいた方々にも送信させていた

だいております。今後、メールマガジンの購読を希望されない場合は、お手数

ですが下記アドレスまでご連絡をいただきますようお願いいたします。

（平成２３年３月３１日送信）

※本メールは「ＭＳゴシック」などの等幅フォントで最適に表示されます。
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～人と車の安全な移動をデザインする～
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